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電流値が小さくなり (図 1(b))グルタミン酸が放出量は 0に近づ
く (図 1(c))．このため, 一定以上の桿体視細胞の電位変化はク
リッピングされ二次ニューロンへ正しく伝達されない可能性が
ある．
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図 3 は横一列に桿体間の幅を 27.8m で並べたネットワーク
モデルに半径 100mの範囲で,ギャップ結合を加味した場合と，
ギャップ結合の有無で同程度過分極する光を照射した．















































































































































[1] 宮本侑典 (2008), 平成 20年度修士論文.
[2] Kamiyama, Y., Wu, S. M., Usui, S. (2009), Vision Re-
search, 49, 970{978.
